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凡例




これは「靑野季吉選集」（昭和二十五年八月二十五日　河出書房刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。








自然生長と目的意識







　プロレタリア文學はどうして起つて來たかと言へば、極く一般的には、プロレタリア階級の生長と共に、その表現慾が生長したためだと答へるのが、一番當つてゐる。この場合プロレタリア文學がより多くインテリゲンチヤの手に創始されたといふことは、少しも問題ではない。それはまたプロレタリア階級の階級的生長を反映したものに過ぎぬからである。しかもプロレタリア文學が、さうしたインテリゲンチヤの手から、次第にプロレタリアの手へ移つてゐるのが、事實であつて見れば、それは猶更問題ではない。

　が、こゝに注意しておかなければならぬことは、プロレタリア文學の發生と、プロレタリア文學運動の發生とは、決して同時ではなかつたといふことである。この區別をはつきりしておかないと、大へんな間違ひが生れて來る。

　事實で見ても、プロレタリアの生活を取扱つた文學、プロレタリアがその生活・要求を表現した文學は、ずつと舊くから日本にある。今日でもよく旣成作家などが、プロレタリアを描いた藝術は、自然主義文學當時に、例へば獨步のものなどにある。何もプロレタリア文學と、事新しく呼ぶ要がないではないか、と言ふのは、その事實に基いたものである。また農民文學の場合にしても、謂ゆる土の藝術の運動が起るずつと前に、たとへば長塚氏の『土』のやうな作品がある。プロレタリア文學の胎生的發生は、たしかにその時まで遡ることが出來る。

　ところでプロレタリア文學運動が起つて來たのは、この四五年のことである。プロレタリア文學の最初の示現があつてから、ずつとずつと後のことである。それならばプロレタリア文學と、それの運動化との間には、どれだけの違ひがあるか？　これが大切な問題である。

　プロレタリア階級は自然に生長する。これが自然に生長すると共に、表現慾も自然に生長する。それの具體的の顯れの一つがプロレタリア文學である。プロレタリアの立場に立つたインテリゲンチヤが出る。詩をつくる勞働者が出る。戲曲が工場のなかから生產される。小說が農民の手でかかれる。いづれも自然に生長して來る。

　しかしそれは自然に生長したまでであつて、まだ運動ではない。それがプロレタリア文學運動となつたのはその自然生長の上に、目的意識が來たからである。目的意識のないところに、運動のあり得る筈はない。

　目的意識とは何であるか？

　プロレタリアの生活を描き、プロレタリアが表現を求めることは、それだけでは個人的な滿足であつて、プロレタリア階級の鬪爭目的を自覺した、完全に階級的な行爲ではない。プロレタリア階級の鬪爭目的を自覺して始めて、それは階級のための藝術となる。卽ち階級的意識によつて導かれて始めて、それは階級のための藝術となるのである。そしてこゝに始めて、プロレタリア文學運動が起るのであり、起つたのである。

　プロレタリア文學運動は、それであるから、自然發生的なプロレタリアの文學にたいして、目的意識を植ゑつける運動であり、それによつて、プロレタリア階級の全階級的運動に參加する運動である。

　この運動が、プロレタリアの文學的要求の示現より、ずつと遲れて興隆したのは、その故であり、それはまた言ふまでもなく、プロレタリア階級の、階級的成熟の深化の反映したものに外ならない。

　特殊な運動がなくとも、プロレタリアの文學は、自然に發生し、生長する。それは何ものをもつても抑へることが出來ない。また、その自然生長性があればこそ、運動が成り立ち、それが必然となるのである。しかし自然生長は、飽くまでも自然生長であつて、それが目的意識にまで質的變化するためには、その自然生長を導き、引上げる力がなければならぬ。それが運動である。この場合、プロレタリア文學運動である。

　さういふ或る意味では外的に引上げる力が無用だとすれば、運動の必要はない。自然生長で結構である。プロレタリアの生活はやはり描かれる。やはり農村から詩は生れる。工場の汽笛の間から戲曲がつくられる。その代り、階級の鬪爭目的の自覺、階級の藝術は、いつまでたつたつて生れて來ない。

　プロレタリア文學運動は飽くまでも、目的を自覺したプロレタリア藝術家が、卽ち社會主義プロレタリア藝術家が、自然生長的なプロレタリアの藝術家を、目的意識にまで、社會主義意識にまで、引上げる集團的活動である。そこに運動の意義があり、そこに運動の必然がある。

　いま私は何故、これを事新しく言ひ出すか？　外でもない。プロレタリアの文學もプロレタリア文學運動も、何も彼もごつちやにして仕舞つて、自然發生的なものに隨喜して濟してゐる者が、遺憾ながらよく見受けられるからである。

　プロレタリアを指標した作物、プロレタリアの手に成つた作物は尊い。しかしそれの發生を促し、それの數多くなることで滿足してゐたら、プロレタリア文學運動はない。ブルジョアジーから見たプロレタリア文學はそれでよいかも知れぬ。がプロレタリア階級から見たプロレタリア文學は、それであつてはならぬ。

　プロレタリア文學運動には、確かに自然生長を促すといふ、一つの職能がある。この職能は目的意識への引上げといふ職能から見ると、寧ろ第二義的のものである。我々はつねに第一義的の職能を見つめて進まねばならない。

　最近のプロレタリア文學の新しい飛躍期において、特に目に立つ現𧰼は、その支持者や主張者が、加速度的にふえて來たことである。これは嬉しいことである。しかしそのどれだけの部分が、プロレタリア文學運動の職能を解してゐるか、私は必ずしも安心がならないと思ふ。

　もし運動の意義が沒却されて、自然生長への隨喜へ逆轉するやうなことがあれば、我々はどうしてもそれと鬪爭しなければならぬ。

　私はこの頃よく發表される土の藝術の議論を讀むとき、その悉くと言つてもよいくらゐが、自然生長の前に首を垂れてゐるやうな氣味のあるのを、認めないでをれない。そこにはまだ運動はないと言つてよい。本當の目的意識のための運動がこれから起らねばならぬと思ふ。それが起らぬ以上、理論の混亂と、個人的滿足があるばかりである。

　プロレタリア文學運動は、誰でもが言ふ通りに、たしかに第二の鬪爭期に來てゐる。この場合いちばん肝要なことは、運動としての意義をよく摑んでおくことである。
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